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） ， ．の 需要の増加は出荷価格の下落を導くし 出荷価格は戦略的に代替的となる
他方，何らかの理由によってフランチャイズ料を徴収できない場合には，需要
の増加は出荷価格の上昇を導くし，出荷価格は戦略的に補完的である．
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( )や ( )などを参照のこと。Bonannno and Vickers 1988 Rey and Stiglits 1988
3 Matsumura） 、小売業者間で数量競争が行われる状況を分析している論文として














































同質財を生産する２人の生産者( )が存在し，生産者 によって生産されi=1,2 i
2 1 1 25） が満たされないと、市場は生産者１の独占となる。また3c -2c a a 8c -2c< <
aが満たされないと、均衡での生産者１の出荷価格がゼロとなる。このような




( )p=a-bq=a-b q +q( )1 2 1
で与えられる．ここで は小売価格， は総販売量， は小売業者 の販売量p q q ii
iで および はパラメ－タである また 生産者 の限界 ＝平均 費用を， ． ， （ ）a b i c
とし，一般性を失うことなく ≦ とする．その上で，複占均衡を保証し，c c1 2
そこでの出荷価格が正となるために，









第２段階において小売業者 は，生産者 が設定する出荷価格 とフランチi i wi
， ，ャイズ料 さらにはライバルの小売業者が設定する販売量 を所与としてF qi j




( )Max y= p-w q -F= a-b q+q -w q -F , w.r.t. qi i i i i j i i i i( ) ( ( ) ) 3
と定式化される．上式の極大化条件より，反応関数
( )q q = a-w -bq /2b, i=1,2, and i ji j i j( ) ( ) ≠ 6） 4
が導かれる．これを解けば，小売業者 の注文量はi
( )q w ,w = a-2w+w /3b, i=1,2, and i ji i j i j( ) ( ) ≠ 5
で与えられる．このときの総販売量，小売価格および小売業者 の利潤は，そi
れぞれ
( )q=q +q = 2a-w -w /3b1 2 1 2( ) 6-1
( )p=a-bq= a+w +w /3( )1 2 6-2




ライバル生産者の出荷価格 を所与として，小売業者 に非負の利潤を与えw ij
るという制約のもとで，自らの利潤 を最大にするように出荷価格 とフラπ i iw
ンチャイズ料 を設定する．この生産者の意思決定問題はFi
( )Max = w-c q+F , s.t. y= a-2w+w /9b-F 0, w.r.t. w and Fπ ≧i i i i i i i j i i i( ) ( )2 7







と定式化される．制約条件が等号で成立することに留意し，( )式および( )5 6-3
式を考慮すれば，上式で表現された制約条件付き最大化問題は
Max = w-c a-2w+w /3b+ a-2w+w /9b,π i i i i j i j( )( ) ( )2
( )= a+w+w-3c a-2w+w /9b, w.r.t. w( )( )i j i i j i 7'
へと改められる．この極大化条件より，反応関数
( )w w = -a-w+6c /4, i=1,2, and i ji j j i( ) ( ) ≠ 8
が導かれる．これらの反応関数を連立して解けば，均衡における生産者 の出i
荷価格は
( )w = -a+8c -2c /5, i=1,2, and i ji i jKF ( ) ≠ 9
となる ．ここで，上付 は生産者と小売業者の間に系列関係があることを示7） K
し，また はフランチャイズ料を徴収していることを示している．このときF
i i CSの小売業者 の販売量，総販売量，小売価格，生産者 の利潤，消費者余剰
および社会的余剰 は，それぞれSS
( )q =2 a-3c+2c /5bi i jKF ( ) 10-1
）( )式の条件下では、これらの値は正である。8 2
）利潤関数[( )式]の２階の交叉偏導関数は である9 7' ∂ π∂ ∂ <2 / w w=-1/9b 0i j
から、出荷価格は戦略的に代替的である。フランチャイズ料を徴収可能な状況
での利潤関数は であるから、その２階の交叉偏導関数はπ ( )= p-c qi i
∂ π∂ ∂ (∂ ∂ ∂ ) (∂ ∂ )(∂ ∂ )2 2/ w w= p/ w w q+ p/ w q / wi j i j i i i j
(∂ ∂ )(∂ ∂ ) ( )(∂ ∂ ∂ )+ p/ w q / w + p-c q / w wj i i i i i j2
であるが、モデルの想定より である。ここ∂ ∂ ∂ ∂ ∂ ∂2 2p/ w w= q / w w=0i j i i j
で および に留意すれば、∂ ∂ ，∂ ∂ ∂ ∂ ∂ ∂q / w=1/3b q / w=-2/3b p/ w= p/ wi j i i i j
上式の符号が負となることは明らかである。
- 8 -
( )q =q +q =2 2a-c -c /5bKF KF KF1 2 1 2( ) 10-2
( )p = a+2c +2c /5KF ( )1 2 10-3
( )π i i i i jKF 2= p-c q=2 a-3c+2c /25b( ) ( ) 10-4
( )CS =2 2a-c -c /25bKF 2( )1 2 10-5










， ． ， ，は 次のように説明される 自らの限界生産費用 が低下すれば ( )式よりci 9
i w j生産者 は出荷価格 を引き下げる．このことを予想するライバル生産者iKF
- 9 -
， ． ，は 戦略的代替関係にある彼の出荷価格 を引き上げる そしてこのことはwjKF
再び小売業者 の注文量を減らし，小売業者 の注文量を増やすことによってj i
生産者 の利潤を増加させるという正の戦略効果を持つのである．i
また第２に，各生産者は自らの限界費用を下回る出荷価格を設定している．
実際，( )式の想定[ ⇔ ]より，2 3c -2c a 3c -a 2c2 1 2 1< <
2 2 1 2 2 2w = -a+8c -2c /5 -a+8c - 3c -a /5=cKF ( ) <( ( ))
であるし，また より，c c a1 2≦ <
1 1 2 1 1 1 1w = -a+8c -2c /5 -c +8c -2c /5=cKF ( ) <( )
が導かれる．
第３に，( )式から明らかなように （ が大きくなるという意味で）逆需要9 ， a
， ． ，曲線が上方にシフトするとき 各生産者は出荷価格を引き下げる このことは
次のように説明される．出荷価格を所与として需要のパラメ－タ が上昇すれa
ば，( )式で与えられた小売業者の注文関数は上方へシフトする．ここで留意5









a 7c -2c /5 a10） 。 、均衡が複占となるための条件は で与えられる この条件は>( )2 1
のもとで( )式の仮定が成立すれば満たされる。>c2 2
- 10 -




( )Max = w-c q= w-c a-2w+w /3b, w.r.t. wπ i i i i i i i j i( ) ( )( ) 11
と定式化される ．上式の極大化条件より，反応関数10）
( )w w = a+w+2c /4, i=1,2, and i ji j j i( ) ( ) ≠ 12
が導かれる．したがって，均衡における出荷価格は
( )w = 5a+8c+2c /15, i=1,2, and i ji i jK ( ) ≠ 13
となる．ここで，上付 は生産者と小売業者の間に系列関係があることを示K
． ， ， ， ，している このときの小売業者 の販売量 総販売量 小売価格 小売業者i i
生産者 ，およびチャネル の利潤 ，さらには消費者余剰および社会的余剰i i zi
は，それぞれ
( )q =2 5a-7c+2c /45bi i jK ( ) 14-1
( )q =2 2a-c -c /9bK ( )1 2 14-2
( )p = 5a+2c +2c /9K ( )1 2 14-3
( )y = p-w q=4 5a-7c+2c / 45 bi i i i jK 2 2( ) ( ) ( ) 14-4
( )π i i i i i jK 2 2= w -c q=6 5a-7c+2c / 45 b( ) ( ) ( ) 14-5
( )z = p-c q=10 5a-7c+2c / 45 bi i i i jK 2 2( ) ( ) ( ) 14-6
）二重マ－ジンについては、 ( )などを参照のこと。11 Spengler 1950
- 11 -
( )CS =2 2a-c -c /81bK 2( )1 2 14-7




の引き下げは，小売業者 の販売量 の増加を導き，それと戦略的代替関係にj qj
ある小売業者 の注文量 の減少を導く．このことは生産者 の需要曲線の左i q ii
下方へのシフトを意味するから，彼は出荷価格 を引き下げるのである．wiK
ここで対称性（ ）を想定した上で，フランチャイズ料を徴収する場c =c =c1 2
（ ） （ ） ，合 ( )および( )式 と徴収しない場合 ( )および( )式 を比較すれば9 10 13 14
( )w = -a+6c /5 c a+2c /3=wKF K( ) < <( ) 15-1
( )q =4 a-c /5b 4 a-c /9b=qKF K( ) > ( ) 15-2
( )p = a+4c /5 5a+4c /9=pKF K( ) <( ) 15-3
( )z =10 a-c /81b =2 a-c /25b 6 a-c /81b=i i iK 2 KF 2 2 K( ) > ( ) > ( )π π 15-4
( )CS =8 a-c /25b 8 a-c /81b=CSKF 2 2 K( ) > ( ) 15-5






















， （ ） ． ，以下では単純化のために 費用の対称性 を想定する この状況でc =c =c1 2
仮に生産者の戦略変数が生産量ならば，ク－ルノ－均衡が実現し，そこでの生
産者 の販売量，総販売量，小売価格，生産者 の利潤，消費者余剰，およびi i
社会的余剰は，それぞれ
( )q = a-c /3biVI ( ) 16-1
( )q =q +q =2 a-c /3bVI VI VI1 2 ( ) 16-2
( )p =a-bq = a+2c /3VI VI ( ) 16-3
( )π ( ) ( )i i iVI 2= p-c q= a-c /9b 16-4
( )CS =4 a-c /9bVI 2( ) 16-5











めに，対称的な生産費用のもとでの対称均衡（ と ）に焦w =w =w 0 F =F =F 01 2 1 2> >
点を絞ることにする．この際，複占均衡の下での出荷価格が正となるために，
( )式の代わりに，2




















( )Max y= p-w q -F , s.t. = w -c q+F=0, w.r.t. w and Fi i i i i i i i i i( ) π ( ) 18
と定式化される．制約条件式を目的関数式に代入し，( )式および( )式を考5 6-3
慮すれば，上式で表現された制約条件付き最大化問題は
( )Max y= p-c a-2w+w /3b, w.r.t. wi i j i( )( ) 18'
へと改められる．この極大化条件より，反応関数
( )w w = -a-w+6c /4 i=1,2, and i ji j j( ) ( ) ≠ 19
が導かれる．それゆえ，対称均衡における出荷価格およびフランチャイズ料は
( )w = -a+6c /5, i=1,2iF ( ) 20-1
( )F =2 a-c /25b, i=1,2iF 2( ) 20-2
で与えられる ．ここで，上付 はフランチャイズ料を徴収していることを14） F
示している．また，このときの小売業者 の販売量，総販売量，小売価格，小i
売業者 の利潤，消費者余剰および社会的余剰は，それぞれi






( )q =4 a-c /5bF ( ) 21-2
( )p = a+4c /5F ( ) 21-3
( )y =2 a-c /25biF 2( ) 21-4
( )CS =8 a-c /25bF 2( ) 21-5






















( )q q =q q =qK VI KF F< < 22-1
( )p =p p =p pKF F VI K< < 22-2
( )0 w =w w=c w< < <KF F K 22-3
( )π π <π <π <π <F K KF KF F VI VI K= =0 =z =z =z =z z 22-4
( )CS CS =CS CS =CSK VI KF F< < 22-5
























， ，投資は激しい価格競争を導くため ( )が論じたようにFudenberg and Tirole 1983











う．もっとも （ の上昇という意味での）需要の拡大それ自体は小売価格を， a
引き上げる効果を持つから，全体としては小売価格は上昇する ．ここで注意17）
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図１：利潤関数のシフト
